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後
援
会
主
催
事
業
の
講
演
会
が
、
昨
年
11
月

24
日
、
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
恒
例
の
事
業
で
す
が
、
今
回
は
初
め
て
大

和
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
祭
と
日
程
を
切
り
離
し
、

単
独
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
落
語
家
林
家
た
い
平
さ
ん
。
テ
レ
ビ

「
笑
点
」の
大
喜
利
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
人
気
が

高
く
、
後
援
会
員
、
大
学
関
係
者
、
一
般
の
方

な
ど
約
７
０
０
人
で
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
笑
顔
の
も
と
に
笑
顔
が
集
ま
る
」と
題
し
て

始
ま
っ
た
講
演
会
、
冒
頭
た
い
平
師
匠
は「
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
」と
会
場
に
あ
い
さ
つ
。
と
こ

ろ
が
会
場
か
ら
は
小
声
の「
こ
ん
に
ち
は
」が
ち

ら
ほ
ら
。
す
か
さ
ず
師
匠
は「
あ
い
さ
つ
は
と
て

も
大
事
で
す
。
自
分
が
出
し
た
息
の
分
だ
け
元

気
が
ふ
っ
と
体
に
入
っ
て
き
ま
す
」と
き
つ
い
一

言
。
や
っ
と
会
場
か
ら「
こ
ん
に
ち
は
」の
元
気

な
声
が
返
っ
て
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
に

落
語
と
出
会
い

入
門
。
修
業
時

代
を
経
て「
笑

点
」24
年
ぶ
り

の
新
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
っ
た
こ

と
。
24
時
間

テ
レ
ビ
で
ラ
ン

ナ
ー
を
務
め
、

2
年
連
続
で「
東

北
・
み
や
ぎ
復

興
マ
ラ
ソ
ン
」に

出
場
し
た
こ
と
。
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
人

情
の
機
微
を
織
り
交
ぜ
、
情
景
が
浮
か
ぶ
よ
う

に
展
開
し
ま
す
。
落
語
の
世
界
を
彷
彿
と
さ
せ

る
語
り
口
に
、
会
場
全
体
が
笑
い
に
包
ま
れ
な

が
ら
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

修
業
時
代
に
五
代
目
柳
家
小
さ
ん
師
匠
か
ら

「
一
生
懸
命
お
茶
を
い
れ
た
ら
お
れ
が
喜
ぶ
。
一

人
を
喜
ば
せ
ら
れ
た
ら
百
人
だ
っ
て
千
人
だ
っ

て
喜
ば
せ
ら
れ
る
」と
修
行
の
意
味
を
説
か
れ

「
一
人
を
喜
ば
せ
て
笑
顔
に
で
き
た
ら
、
そ
こ
で

止
ま
る
こ
と
は
な
く
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
」と
納
得
で
き
た
と
の
こ
と
。
東

日
本
大
震
災
後
、
被
災
地
石
巻
市
と
関
わ
る
中

で「
自
分
が
動
い
た
先
に
笑
顔
が
生
ま
れ
る
。
そ

れ
が
私
の
仕
事
」と
学
ん
だ
と
言
い
ま
す
。

　

さ
ら
に「
毎
日
つ
ま
ら
な
い
な
、
と
思
っ
て
い

る
人
に
は
楽
し
い
こ
と
が
見
え
な
い
。
気
持
ち

を
変
え
て
、
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
人
に
は
楽
し
い
こ
と
が
起
き

て
く
る
。
そ
う
思
い
ま
す
」と
締
め
く
く
り
、
満

場
の
聴
衆
に「
笑
顔
の
種
」を
そ
っ
と
握
ら
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

（
理
事　

齋
藤
浩
美
）

　本誌で紹介したコモンズに足を運んでみました。“ 居心地のいい
空間 ”というのが第一印象です。これまでの教育施設からは想像で
きないような素敵な空間でした。学生の主体的な学習を支援するの
が主目的ですが、いずれ子供の居場所があるということは、親心を
どことなくホッとさせてくれるように感じました。皆さまも一度、
足を運んでみてはいかがでしょうか。

（S・I）

編集後記

ま
ず
は
一
人
を

喜
ば
せ
る
こ
と

　後援会では父母の方々が、学生の卒業後も宮城大学を支援する
終身会員制度を設けています。卒業生の父母の皆さまの希望により
ご加入いただくものですが、これまで多くの方 に々入会いただき、大
学の精神的な支えとなっています。会員の方には年２回発行の会報、
及び主催事業の案内等を20 年間送付致します。
　大学間の生き残りをかけた競争が激化する中、自主自律の運営を
目指す宮城大を、更なる充実した支援で、物心両面から支えてまい
りたいと考えております。
　今年度卒業を予定されている父母の皆さまには、改めてご案内
いたしますので、何卒、制度の趣旨を御理解いただき、多くの方に
ご賛同いただきますようお願い致します。

　平成 31 年 2 月2日、「終身会員の集い」が DUCCA 仙台
駅前店を会場に盛大に開催されました。参加者は川上理事長
兼学長を来賓とした会員 25 人。
　終身会員制度は発足して 20 年を迎えますが、個々では活
動を行っておりましたが、全体での活動はありませんでした。
会員数が増えるにつれ、終身会員が集まる場がないとの声が
高まり、発起人代表の阿部孝一さんが中心となって、今回の
開催となり、懐かしい方 と々親交を深める機会となりました。
　会では川上理事長のあいさつで宮城大学の 3 本柱の新し
い取り組みを伺い、大学の発展と総合力のある学生の育成に、
益々期待できるものと確信致しました。
　また野口昌志初代会長から後援会発足のいきさつや運営の
苦労を伺い、今日の後援会が築かれるまでは大変な道程だっ
たことをあらためて認識し、今も受け継がれている「自主、自
律の精神」を今後も継承する責任があると痛感しました。
　その後、参加者全員より近況報告があり、あっという間に時
間が過ぎ会を終了しました。
　参加者からは「今後もこうした会の定期的な開催を」との声が
高まり、継続開催に向け、今回の発起人を終身会員の世話人と
することが承認されました。今後の活動の広がりが期待されます。

（後援会監事　「終身会員の集い」世話人　下山晴朗）

後援会終身会員制度のご案内

宮城大学後援会「第 1 回終身会員の集い」開催される
今後、定期的な開催も

主
催
事
業 「
林
家
た
い
平
氏
講
演
会
」

後援会からのお知らせ

　

平
成
30
年
12
月
16
日（
日
曜
日
）、
宮
城
大
学
大
和
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て「
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
&
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　
「
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
&
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」は
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
平
成
23
年
の
12
月
に
、
宮
城
大
学
が
実
施
す
る

震
災
復
興
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
住
民
や
関
係
者
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
ス
タ
ー
ト
し
た「
宮
城
大
学　

復
興
支

援
コ
ン
サ
ー
ト
」の
後
継
事
業
で
、
今
年
で
開
催
8
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
昨
年
か
ら
は
、
県
内
唯
一
の
公
立
大
学
と
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
深
め
る
機
会
と
し
て
い
く

た
め
、
本
学
が
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
教
育
研
究
活
動
の
成

果
を
紹
介
す
る「
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
併
せ
て
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

第
一
部
で
は
、
宮
城
大
学
事
業
構
想
学
群
の
舟
引
敏
明
教
授

よ
り
、「
地
域
の
魅
力
を
見
つ
け
だ
す
ブ
ラ
タ
モ
リ
的
方
法
論
」

と
題
し
、
地
域
を
題
材
と
し
た
講
演
を
、
第
二
部
で
は
、
Ｍ
Ｙ

Ｕ
杜
の
混
声
合
唱
団
と
地
域
の

皆
さ
ま
で
結
成
さ
れ
た「
宮
城

大
学
で
第
九
を
歌
う
会 

合
唱

団
」が
中
心
と
な
り
、
第
九
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
7
0
0
人
の
方
が

来
学
さ
れ
、
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

及
び
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
講
、
鑑

賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

宮
城
大
学
で
は
、
引
き
続

き
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
絆
が

よ
り
強
固
で
深
い
も
の
と
な
る

よ
う
、
様
々
な
形
で
地
域
と
の

相
互
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
企
画
・
入
試
課
）

地
域
と
の
相
互
交
流「
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
&
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
大
合
唱
団
で
第
九
を
歌
い
継
ぐ

　宮城大学では、1年生の前
期に「地域フィールドワー
ク」を行います。全学の1年生
約400人が一斉に地域に繰り
出します。その後、地域で
の学びを深めたい学生には、

「コミュニティ・プランナー」
という科目が用意されています。こうした取り組み
はサービスラーニングと呼ばれることがあります。
社会奉仕活動（サービス）と学習活動（ラーニング）を
組み合わせた学習スタイルであり、大学教育と社会
貢献の融合を目指すものです。
　科目の内容を検討する際、サービスラーニングの
先進地である米国のポートランド州立大学へ研修に
いきました。ポートランドは、住民主体のまちづく
りの分野でも注目を集めています。私たちも震災復
興の文脈を活かしながら、学生が主体的に地域で学
べるような特色あるプログラム構築に励んでいます。
　写真は、昨年10月に実施した、コミュニティ・プ

ランナー実践論にお
けるフィールドスタ
ディの様子です。地
域の課題を自分事と
して捉え、提案につ
なげていきました。

教員からの一言

地域で学ぶ仕組みをつくる
事業構想学群准教授　佐々木秀之

　平成 30 年度宮城大学卒業証書・学位記授与式を挙行します
ので、ご出席ください。教職員一同、心よりお祝い申し上げ
ます。なお、式場内の座席数は限られているため、満席となっ
た場合は、式場外のモニターでご覧いただくことになります
ので、ご了承ください。式典の詳細は、大学ホームページに
掲載しております。（URL：http://www.myu.ac.jp）
●日時：平成 31 年 3 月 19 日（火）受付　9 時開始　
　　　　式典　10 時～ 11 時頃
※卒業式に引き続き学生表彰式を行います。（20 分程度）
●場所：宮城大学大和キャンパス講堂

（学務課☎ 022（377）8215）

大学からのお知らせ

卒業式のご案内

　平成 31 年度後援会総会を東京エレクトロンホール宮城大ホール
で開催致します。議題は、平成 30 年度事業報告・決算報告、平
成 31 年度事業計画・予算案などです。ご出席くださいますようご
案内致します。（※駐車場はございませんので公共交通機関又は近くの有料

駐車場をご利用下さい。）

●日　時：平成 31 年 4 月3日（水）
　　　　  入学式終了後 12時05分～12時45分（予定）
●場　所：東京エレクトロンホール宮城　大ホール

（後援会事務局 ☎ 022（377）8381）

平成 31 年度 後援会総会を開催します



就
職
・
進
学
の
大
手
人
材
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社

マ
イ
ナ
ビ
（
旧
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）

主
催
の
学
生
参
加
型
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト「
キ
ャ

リ
ア
イ
ン
カ
レ
2
0
1
8
」
の
全
国
大
会
に
お
い

て
本
学
学
生
２
チ
ー
ム
が
見
事
準
決
勝
進
出
を
果

た
し
ま
し
た
（
大
会
エ
ン
ト
リ
ー
者
数
1
7
9
6

人
、
参
加
3
4
8
チ
ー
ム
）。

平
成
30
年
12
月
16
日
東
京
Ｊ
Ｒ
新
宿
ミ
ラ
イ
タ

ワ
ー
の
マ
イ
ナ
ビ
本
社
で
開
催
さ
れ
た
当
該
コ
ン

テ
ス
ト
の
全
国
大
会
準
決
勝
に
進
出
し
た
の
は
、

そ
れ
に
先
立
ち
11
月
に
実
施
さ
れ
た
地
区
予
選
東

北
大
会
に
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
チ
ー
ム
「
Ｍ
３

（
王　

安
娜
、
佐
藤
里
菜
、
三
浦
彩
奈 

※
事
業
構

想
学
部
３
年
生
）」
と
、
学
内
選
抜
を
経
て
出
場
を

果
た
し
た
チ
ー
ム
「
ペ
イ
ズ
リ
ー
（
大
町
沙
耶
、

水
野
隆
介
、
豊
蔵
露
斗 

※
同
学
部
３
年
生
）」
の

２
チ
ー
ム
で
す
。
両
チ
ー
ム
は
そ
の
後
の
ビ
デ
オ

審
査
（
２
次
予
選
）
を
見
事
に
勝
ち
上
が
っ
た
も

の
で
、
１
大
学
で
複
数
チ
ー
ム
が
準
決
勝
進
出
を

果
た
し
た
の
は
本
学
以
外
数
校
と
希
少
で
あ
り
、

誇
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

準
決
勝
に
は
５
つ
の
エ
ン
ト
リ
ー
企
業
団
体（
セ

コ
ム
、
自
民
党
、
東
京
証
券
取
引
所
、
ワ
コ
ー
ル
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
）
か
ら
出
さ
れ
た
各
テ
ー
マ
に
対
し
て
、

勝
ち
上
が
っ
た
上
位
８
チ
ー
ム
が
臨
み
ま
し
た
。

ワ
コ
ー
ル
及
び
自
民
党
か
ら
の
テ
ー
マ
に
挑
ん
だ

本
学
両
チ
ー
ム
は
、
残
念
な
が
ら
決
勝
進
出
（
各

テ
ー
マ
の
首
位
＝
５
チ
ー
ム
）
に
は
残
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、名
だ
た
る
有
名
大
学
か
ら
の
強
豪
チ
ー

ム
と
比
較
し
て
む
し
ろ
優
位
と
思
え
る
堂
々
た
る

プ
レ
ゼ
ン
で
、
観
て
い
た
筆
者
も
鼻
高
々
で
し
た
。

来
年
度
は
是
非
と
も
頂
点
を
目
指
し
て
！

後
援
会
終
身
会
員
と
し
て
の
私
の
期
限
が
間
も

な
く
切
れ
る
と
い
う
。
と
言
っ
て
も
、
第
1
回
入

学
生
の
保
護
者
の
場
合
で
あ
る
。
子
女
が
卒
業
し

て
20
年
間
と
い
う
決
ま
り
の
制
度
だ
か
ら
だ
。

私
が
野
口
昌
志
初
代
会
長
と
共
に
、
後
援
会
の

設
立
に
か
か
わ
っ
た
偶
然
が
絡
む
い
き
さ
つ
は
、

10
周
年
記
念
誌
に
書
い
た
。
初
代
学
長
野
田
一
夫

氏
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
、
大
学
発
足
の
年
後
援
会

設
立
に
走
り
回
り
、
初
代
副
会
長
、
そ
の
後
理
事

と
し
て
、11
年
間
後
援
会
の
運
営
に
か
か
わ
っ
た
。

思
い
起
こ
す
と
、
理
事
会
は
い
つ
も
激
論
だ
っ

た
。
事
務
局
が
用
意
し
た
原
案
に
２
、３
質
問
し

て「
了
承
」な
ど
と
い
う
形
式
的
会
議
は
ほ
と
ん
ど

な
く
時
に
は
け
ん
か
腰
の
時
も
あ
っ
た
記
憶
で
あ

る
。私

が
お
手
伝
い
し
て
、
今
も
形
が
残
っ
て
い
る

仕
事
と
言
え
ば
①
後
援
会
報
の
発
行
②
10
周
年
記

念
誌
の
編
集
発
行
︱
の
二
つ
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

後
援
会
報
に
関
し
て
言
え
ば
、
私
が
た
ま
た

ま
新
聞
社
の
編
集
部
門
で
長
く
働
い
て
い
た
こ
と

で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
。
当
初
か

ら
事
務
局
を
担
当
す
る
伊
藤
早
苗
さ
ん
と
共
に
、

ペ
ー
ジ
構
成
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
、
見
出
し
に
至
る

ま
で
現
在
ま
で
続
く
会
報
の
原
型
を
作
っ
た
。

今
思
い
返
し
て
も
ぞ
っ
と
す
る
の
は
、
10
周
年

記
念
誌
の
編
集
で
あ
る
。
編
集
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
そ
の
一
員
と
し
て
参
加
。
本
の
イ
メ
ー
ジ
作

り
の
作
業
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
会
議
を
何
回

重
ね
て
議
論
し
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
が
焦
点
を
結
ば

な
い
。
悪
夢
の
よ
う
な
日
々
が
続
い
た
。

本
の
編
集
と
新
聞
の
編
集
は
全
く
ノ
ウ
ハ
ウ
が

異
な
る
。
私
自
身
本
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て「
正

解
」を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
響
い

た
。
結
局
、
外
部
の
専
門
家
に
加
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
全
体
構
成
、
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン

テ
ン
ツ
発
掘
な
ど
を
行
い
、
何
と
か
期
日
ま
で
発

行
で
き
た
。

終
身
会
員
と
し
て
の
身
分
が
切
れ
る
こ
と
で
、

後
援
会
と
の
直
接
の
縁
は
切
れ
る
が
、
宮
城
大
の

一
応
援
団
員
と
し
て
、
精
神
的
な
支
援
を
続
け
た

い
。

　

学
生
代
表
と
後
援
会
役
員

と
の
意
見
交
換
会
が
、
10
月

25
日
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
、
10

月
30
日
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
意
見
交
換
会
は
、

執
行
委
員
会
は
じ
め
各
委
員

会
の
代
表
者
と
、
後
援
会
役

員
・
教
職
員
が
、
年
に
一
度

直
接
意
見
を
交
換
す
る
貴
重

な
場
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

各
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
各
委

員
会
か
ら
の
活
動
報
告
後
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
が
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス

で
共
通
の
課
題
と
し
て
執
行

部
な
ど
へ
の
参
加
者
が
少
な

い（
学
生
の
関
心
が
薄
い
）と

い
う
こ
と
、
後
援
会
か
ら
支

援
し
て
い
た
資
料
印
刷
用
の

プ
リ
ン
タ
ー
が
な
く
な
っ
た

た
め
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
こ
と
、
大
学
祭
運
営
の
問

題
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
、
問

題
点
な
ど
に
対
し
て
役
員
か

ら
は
様
々
な
意
見
や
ア
ド
バ

イ
ス
が
だ
さ
れ
ま
し
た
が
、

特
に
プ
リ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
大
学
側
の
イ
ン
フ
ラ
の
活

用
も
視
野
に
入
れ
、
今
後
、

後
援
会
と
し
て
大
学
側
と
調

整
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
の

サ
ー
ク
ル
連
絡
会
か
ら
、サ
ッ

カ
ー
サ
ー
ク
ル
が
全
国
大
会

に
出
場
が
決
ま
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
一
同
の
祝
福
を
受

け
ま
し
た
が
、
遠
征
費
の
支

援
に
関
し
て
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
後
援
会
と
し
て
は
通

常
の
助
成
金
以
外
の
出
費
は

難
し
い
が
、
11
／
24
に
開
催

さ
れ
る
後
援
会
主
催
の「
林
家

た
い
平
講
演
会
」の
時
の
募
金

活
動
を
提
案
し
、
後
日
談
と

は
な
り
ま
す
が
多
く
の
後
援

会
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
支
援

を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
後
援
会
は

今
後
も
学
生
に
寄
り
添
っ
た

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す

が
、
今
回
の
意
見
交
換
会
に

限
ら
ず
意
見
要
望
等
が
あ
れ

ば
い
つ
で
も
事
務
局
へ
申
し

出
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
後
援
会
副
会
長　

関 

孝
ヱ
）

在
校
生
、
卒
業
生
、
父
母
、
教
職
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
宮
城
大
学
に
関
わ
っ

て
い
る
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
思
い
で
つ
な
ぐ「
絆
」。
今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
の
は
後
援

会
初
代
副
会
長
の
穴
澤
鉄
男
さ
ん
で
す
。
穴
澤
さ
ん
は
長
き
に
わ
た
り
本
会
の
運
営
に

携
わ
り
会
の
礎
を
築
い
た
第
一
人
者
で
す
。
当
時
を
振
り
返
り
思
い
出
に
残
る
シ
ー
ン

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

悪
夢
の
よ
う
な
10
周
年
誌
編
集
作
業

　
　

終
身
会
員
、
初
代
副
会
長　

穴
澤　

鉄
男

No.21

▲�2004年、後援会の発展に尽力した野
口（前列左）、穴澤（前列右）両氏へ大学
より感謝状が送られました。

▲�それぞれのキャンパスで行われた意見交換会（左：大和キャンパス）

後
援
会
役
員
と
学
生
代
表
が
意
見
交
換

　
学
生
に
寄
り
添
う
支
援

看護師として働き始めた時、私は自分の出来なさに落ち
込みました。でも、元来あまり深く物事を考えない私は、
先輩が指導してくれることを素直に聞け、周囲のサポート
を受け、臨床経験を積むことができました。新人教育にも
携わり、ちょうど油の乗った時期でした。救急専門の病院
に勤務していたこともあり、日々運ばれてくる患者さんを
看て、「人生は一回しかない！命ある間にやりたいことをす
る！」という気持ちが湧いてきました。同僚と、「チャンス
の神様は髪の毛が一本」という合言葉を胸に、同僚は「結婚」
という人生を、私は「海外でのボランティア」というチャン
スをつかみました。つかんだチャンスは、なかなかの試練
を私に与えてくれましたが、このボランティア活動から学
んだ雑草根性は、今の私を支えています。

私の尊敬するマザーテレサは、人生において何かをつか
むためには、「5つの気をつけなさい。」を言葉として残して
います。

1. 思考に気をつけなさい、それはいつか言葉になるから。
2. 言葉に気をつけなさい、それはいつか行動になるから。
3. 行動に気をつけなさい、それはいつか習慣になるから。
4. 習慣に気をつけなさい、それはいつか性格になるから。
5. 性格に気をつけさない、それはいつか運命になるから。

これは、「運命」であるチャンスの神様の髪の毛をつかみ
取るために必要なことだと思います。皆さまのお子様が、
日々の学生生活を充実させ、「運命」の神様の髪の毛を夢中
でつかんでくれるよう、お手伝いできればと思います。

（まつながさなえ）
看護師として大阪で働いたの
ち、青年海外協力隊（パラオ共
和国派遣）に参加する。帰国後、
感染管理認定看護師を取得し、
臨床や地域での感染対策活動
に従事する。将来、日本と世
界を感染対策で結ぶ仕事を担
いたく、まずは看護の研究と
教育だと考え、現在の職場に
在籍している。

看護学群講師　松永　早苗

コラム「人生はひとつのチャンス」㊦

チャンスの神様は髪の毛が一本！

c o l u m n

▲�宮城の文化を家族で楽しんでいます

▲�キャリアインカレ準決勝に出場した学生

　
予
選
を
勝
ち
抜
き

　
　
本
学
学
生
が
全
国
大
会
準
決
勝
進
出

学
生
参
加
型
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト「
キ
ャ
リ
ア
イ
ン
カ
レ
2
0
1
8
」

事
業
構
想
学
群
教
授
　
日
原
広
一



課題の「後継者不足」、
解決に取り組んだ日々

大和学生会執行部の試み

　私が代表を務めた時の執行部の課題は
「後継者不足」でした。当時は 2 年生が３
人、途中加入の 1 年生が 1 人という状況
でした。執行部の役割は、大学における
学生の生活をより充実させるという抽象的
なものです。具体的な目標は自分たちで
設定していかねばならないことが、この団
体の人手不足の原因であると感じました。
　人手不足の原因を突き止めてからは、
形に残る活動をすることにこだわりました。
例えば大学の施設紹介と執行部の紹介を
組み合わせたリーフレット「MYU マップ」
の制作は、最も力を注いだ形に残る活動
の 1 つでした。これからの宮城大学を築
いていく新入生に焦点を絞り、こうした活
動に共感してくれる新入生が 1 人でも多く
いればと願いを込めて作りました。結果的
に 7 人の新入生が加入してくれた時はと
ても感動しました。
　後輩たちには、向き合うことに時間がか
かる問題でも、常に考え続ける力を養い活
動に取り組んでもらえるようエールを送り
たいと思います。

事業構想学部デザイン情報学科
3年　佐藤里菜

MYUFES ‘2018
―10月７・８日大和で、13・14日太白で開催―

　今年度は『唯祭独尊 ～Timyu Slip～』というテーマのもと、大学祭運営に
取り組みました。楽しんでいただけましたでしょうか。実行委員自身も大学祭
を通じて貴重な経験を得たことはもちろんですが、とても楽しむことができまし
た。
　大学祭前日、不運にも台風が接近し、開催が出来ないかもしれないという心
配もありましたが、当日は天候も回復し、様々な方のご協力もありなんとか無
事に開催することができました。
　今年は後援会の主催事業と併催でなかったため、来場者数が昨年より少な
くなりましたが、抽選会やステージパフォーマンスなどの人気企画はとても盛
り上がりました。
　現在、すでに来年度の大学祭開催に向けて、新メンバーによる実行委員会
が立ち上り着々と準備を進めています。新たな取り組みも増え、今年度の大

学祭を上回るものを作り上げてくれると思います。
　今後も皆さまに楽しんでいただける大学祭を目指
し、実行委員一同努力して参ります。ご協力、ご
支援ありがとうございました。

フィナーレは恒例の花火で

▲

▲ようこそ MYU へ ▲ステージ前で盛り上がる
　ギャラリー

▲賑わう露店

▲食べ物たくさん

▲餅まきに歓声が上がる

▲お点前でお客さまをおもてなし

▲学祭の定番メニュー、フカバーガー

▼かわいいキャンパスのマスコット
　「さくら」（左）と「コウメ」

▲クイズで盛り上がるステージ

▲It’s show time!

▲実行委員集合

▲大豊作！

▲成人式でむすび丸と

雨ニモマケズ、風ニモマケなかった祭典！

　今年の大学祭は、「宮食祭～食べ物たくさん、
ここ食産、向こうに見えるは太白山～」という
テーマを掲げ活動してきました。縁日のような
雰囲気でかつ食産業学群らしさを追求した大学
祭にしようと春から各部署精一杯準備に励みま
した。
　恒例となった「男装女装コンテスト」や「大
食い自慢」などは今年も人気の企画で、大いに
盛り上がりました。大学祭を成功で終えること
ができたことを今は大変うれしく思っています。
　ただ準備段階ではすべて順調に事が進んだわけではありませんでした。
ステージの設営方法を急きょ変更せざるを得なくなるアクシデントがあった
り、事務局への連絡不足で施設利用が難しくなったり、直前まではらはら
の連続でした。関係者の皆さまのご協力で、結果的には事故もなく無事に
終了することができました。これらの反省点を次の大学祭実行委員会にしっ
かり引き継ぎ、来年度の大学祭の成功を手助けしていきたいと思います。
　太白キャンパスの大学祭に関わってくださった全ての方々に感謝しま
す。本当にありがとうございました。 

（太白キャンパス大学祭実行委員長 食産業学群 2 年 上野優毅）

困難を乗り越え、達成感！

大学祭の全工程を終え
ホット一息＝前委員長と
2 ショットの上野さん㊨

（大和キャンパス大学祭実行委員長　
事業構想学群２年　大和田　圭） ▲ミューくんがころんだ！

・・・・



9
月
20
日
（
木
）
に
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
で
秋

の
コ
ン
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
イ
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
コ
ン
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
イ
」（
通
称
コ
ン
ボ
ケ
）

と
は
、
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

テ
ー
マ
と
し
た
交
流
企
画
で
、
春
は
大
和
キ
ャ

ン
パ
ス
で
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
、

秋
は
食
産
業
学
群
が
あ
る
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
が

会
場
と
い
う
こ
と
で
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、
学

群
を
超
え
て
交
流
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
宮
城
県
内
の
食
に
関
す
る
12
の
企
業

や
団
体
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
午
前
中
は
学

群
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
企
業
・
団
体

を
見
学
し
ま
し
た
。
厳
格
な
衛
生
管
理
や
商
品

開
発
の
大
変
さ
、
地
域
へ
の
貢
献
等
を
知
り
、

普
段
何
気
な
く
口
に
し
て
い
る
食
品
へ
の
見
る

目
が
変
わ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

お
昼
は
食

産
業
学
群
長

の
西
川
正
純

教
授
が
開
発

に
携
わ
っ
た

「
赤
皿
貝
炊

き
込
み
飯
弁

当
」
を
開
発

秘
話
の
映
像

を
見
な
が
ら

味
わ
い
ま
し

た
。
味
も
さ

る
こ
と
な
が

ら
、
牡
蠣
の
養
殖
で
邪
魔
者
扱
い
さ
れ
て
い
た

赤
皿
貝
を
活
か
す
と
い
う
発
想
に
驚
い
た
学
生

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

午
後
は
3
学
群
混
合
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
を
探

検
す
る
ラ
リ
ー
（
得
点
上
位
の
3
グ
ル
ー
プ
に

は
、
本
学
坪
沼
農
場
産
の
お
米
を
贈
呈
！
）
と

全
国
に
誇
れ
る
宮
城
の
食
を
見
つ
け
る
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
は
他
学
群
の
学
生
同
士
で
交
流
す
る
機

会
が
あ
ま
り
な
い
の
で
す
が
、「
食
」
が
テ
ー
マ

の
せ
い
か
、
探
検
ラ
リ
ー
で
接
し
た
ヤ
ギ
や
タ

コ
の
お
か
げ
か
、
各
グ
ル
ー
プ
楽
し
み
な
が
ら

活
動
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。コ
ン
ボ
ケ
を
き
っ

か
け
に
キ
ャ
ン
パ
ス
・
学
群
を
超
え
て
、
引
き

続
き
交
流
を
深
め
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
の
一
連
の
コ
モ
ン
ズ（
学

生
の
共
有
空
間
）
整
備
で
、
大
和
キ
ャ

ン
パ
ス
全
体
が
よ
り
一
層
明
る
く
な
り

ま
し
た
。

大
和
図
書
館
は
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

コ
モ
ン
ズ
」
と
し
て
、
昨
年
9
月
21
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

写
真
①
②
の
よ
う
に
閲
覧
席
を
ブ
ー
メ

ラ
ン
型
の
デ
ス
ク
や
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー

ブ
ル
に
入
れ
替
え
て
、
一
人
ひ
と
り
に

十
分
な
照
明
と
電
源
を
確
保
し
た
横
長

の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
し
ま
し
た
。

本
や
ノ
ー
ト
の
他
に
P
C
持
込
み
が
必

須
に
な
っ
た
現
代
の
学
習
方
法
に
合
わ

せ
た
形
で
す
。
近
く
に
座
る
利
用
者
同

士
の
視
線
が
交
錯
し
な
い
工
夫
も
さ
れ

て
お
り
、
学
生
の
満
足
度
は
上
々
で
す
。

D
V
D
な
ど
の
視
聴
覚
資
料
を
利
用

で
き
る
空
間
も
一
新
さ
れ
、
写
真
③
の

よ
う
に
音
を
出
し
て
の
グ
ル
ー
プ
視
聴

が
い
つ
で
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
壁
を
撤
去
し
て
ガ
ラ
ス
張
り

に
変
え
、
室
内
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

可
視
化
し
て
い
ま
す
（
写
真
④
）。
写
真

⑤
の
ソ
フ
ァ
と
窓
の
外
の
テ
ラ
ス
、
奥

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
の
家
具

は
、
県
内
工
房
の
造
作
に
よ
る
デ
ザ
イ

ン
で
一
体
感
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

写
真
④
右
端
の
「
コ
モ
ン
ズ
口
」
を

新
た
に
設
置
し
て
出
入
口
が
一
つ
だ
っ

た
図
書
館
の
動
線
を
変
え
、
ロ
ッ
カ
ー

室
方
面
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
写
真
⑥

は
コ
モ
ン
ズ
口
か
ら
入
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
、
10
月
6

日
に
開
催
さ
れ
た
「
六
限
の
図
書
館
」

の
様
子
で
す
。
写
真
展
を
背
景
に
、
写

真
家
・
大
西
暢
夫
さ
ん
の
ト
ー
ク
に
学

生
や
地
域
の
方
々
が
耳
を
傾
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

2
0
1
9
年
は
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
で

も
コ
モ
ン
ズ
整
備
が
進
み
ま
す
。

（
学
術
情
報
室
長　

阿
部
成
雄
）

私
た
ち
サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル
は
2
0
1
8
年

9
月
に
行
わ
れ
た
全
国
大
学
同
好
会
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
優
勝
し

て
、
大
阪
府
堺
市
で
2
0
1
8
年
12
月
に
行
わ

れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
昨
年
度
卒

業
さ
れ
た
先
輩
方
の
フ
ッ
ト
サ
ル
の
全
国
大
会

出
場
に
続
き
、
今
年
度
は
初
の
サ
ッ
カ
ー
で
の

全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
予
選
を
2
位

で
突
破
し
、
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。
決
勝
戦

の
相
手
は
強
豪
の
東
北
学
院
大
学
で
し
た
。
前

半
序
盤
に
相
手
の
一
瞬
の
隙
を
突
い
て
、
先
制

し
、
全
員
守
備
で
最
後
ま
で
気
持
ち
を
切
ら
さ

ず
に
守
り
切
り
、
優
勝
し
た
時
の
喜
び
は
ひ
と

し
お
で
し
た
。

一
方
、
全
国
大
会
出
場
に
は
多
額
の
遠
征
費

が
か
か
り
ま
す
。
後
援
会
か
ら
高
額
の
資
金

援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
大
学

生
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
悩

み
の
種
で
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
後
援
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
募
金
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
大

会
前
に
資
金
集
め
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
多
く
の
方
々
か
ら
温
か
い
お
言
葉
と

1
3
5
,
0
5
3
円
と
い
う
大
変
多
く
の
支
援

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
た
く
さ
ん
の
想
い
を
背
負
っ
て
挑

ん
だ
全
国
大
会
で
は
、
関
東
、
関
西
の
強
豪
を

前
に
一
歩
力
が
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

の
大
会
を
通
し
て
、
宮
城
大
学
を
全
国
に
少
し

は
知
っ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
の

挑
戦
で
も
あ
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も

貴
重
な
経
験
で
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ

て
、
全
国
大
会
出
場
は
実
現
出
来
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
宮
城
大
学
の
つ
な
が
り
は
素
晴
ら
し

い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宮
城
を
、

東
北
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
入
生
交
流
事
業「
コ
ン
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
イ
」秋

　「
食
」を
テ
ー
マ
に
太
白
で

サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル

　
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会
へ

太
白
事
務
室 

教
務
・
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
　
藤
本 

聡
子

事
業
構
想
学
部
事
業
計
画
学
科
3
年
　
桑
島 

宏
太

▲�開発秘話の映像を見ながら、赤皿貝弁当の昼食

▲�探検ラリーの様子

大
和
キ
ャ
ン
パ
ス 

コ
モ
ン
ズ
整
備
進
む

 

図
書
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
コ
モ
ン
ズ
」に

①②一人ひとりに十分な
照明と電源を確保した
「閲覧スペース」

③グループ視聴が可能な
「メディアテーク」

④壁はガラス張りで全体
が見渡せる。右端に「コ
モンズ口」を設置。動線
にも変化が

⑤県内工房の家具を使っ
た、一体的デザインの「ブ
ラウジングスペース」

⑥「イベントスペース」で
開催された「六限の図書
館」

①

②

③

④

⑤

⑥


